
チャレンジ採用社員からの手紙

私たちはいつでも待っています。
We are waiting always.

ITへの挑戦

IT業界の仕事は、自分には一生無縁の世界だとずっと思っていました。というのは、私は今までまったく異業種の

仕事を行っていましたし、「私にはできるわけがない」という、自身で決めつけている部分もありました。

その中で、IT業界となぜ出会えたか。挑戦したいと思えたか。

前職において、事務の仕事をしていました。その際に、SQLやHTMLのソースを見たりして、その一部を編集する機会が度々ありました。

次第にソースの構造に興味を持ち始め、「この部分はきっとこういう意味なのだろう」などと考えることも面白く、いつの間にかに気づいたら「私も作る

側になりたい」と思うようになっていました。

私は何か新しく挑戦できることをずっと探していた最中でした。

漠然と探すというわけではなく、「何かを作り出す仕事」を探していました。

私には一度きりの人生の中で「自身のできることを増やし、いろいろなフィールドで活躍できるようになる」

という目標があります。Javaの勉強を始めた際に「これだ！」と思い、そこからは一気に動きだしました。

ゴーイングを選んだ理由

まずは、未経験者を採用してくださる会社はほとんどありません。

「新しいことに挑戦をしたい」と思った際に、たとえ高い志を持ってもそれは大きな壁となります。

そのような中でやる気を重視し、未経験者でも快く受け入れてくれるというところが魅力的でした。

そして、私は一緒に働く方、社風を重要視しています。どんなに好きな仕事でも、嫌いになってしまう可能性もありますし、どんなに辛い仕事でも、好きに

なる可能性も秘めているからです。

会長とお話をした際に、とても人を大切にしている方であり、その理念をしっかり持っている会社だということが伝わってきました。

強く感銘を受け、「私も絶対にここで仕事がしたい」と熱く思ったことを覚えています。実際に入社しても、そう感じたことに間違いはなかったと確信して

います。

入社してから

未経験者は入社してから何をするのか、どのように技術を身につけていくのかをお話したいと思います。

私は本当に一からのスタートでしたので、ありがたいことに外部のITスクールへしっかりと通わせていただきました。

スクールでは他のプログラミング言語の経験者から、私のようなまったくの素人、様々な経歴や年齢などと、幅広い層のメンバーの中での勉強となりま

す。しかし新しくIT業界に飛び込んだという境遇や、志は全員同じなのです。

目まぐるしい速さで進む講義、膨大な課題量、制限時間の短いプロジェクト作成など数々の試練がありました。

慣れない環境もあってか、何度も心が折れそうになったこともありました。

このような日々を乗り越えられた理由は、互いに切磋琢磨し、協力し合える素敵な仲間や

丁寧に指導してくださる先生と出会えたことがまず一つです。また、会社の方々のサポートがあったからこそだからとも思っています。

研修が辛くて落ち込んだこともありましたが、その経験は自分にとって間違いなく糧になっています。

結果、本当に楽しく学べましたし、そのような機会を与えていただいた私は幸せ者です。

正直なところ、入社時には「私が本当にできるようになるのだろうか…」という焦りと、不安な思いでいっぱいでした。

しかし、研修2ヶ月を終えたときにはJava、およびデータベース等の基礎知識の習得、それらを用いた簡単なWebシステムを作成できる力が身について

いました。

まだまだ一歩を踏み出したばかりではありますが、振り返ってみると自分が成長できていたことに驚くばかりです。

その後、社内でのOJTの為に帰社し、心機一転また新しい環境となりました。自社での研修であるというのに、緊張と不安でいっぱいな気持ちに逆戻り

してしまいました。

しかし、皆さん温かい方ばかりで不安はすぐに吹き飛びましたし、「一人じゃない」と改めて思えました。

社内OJTでは皆さんお忙しい中、丁寧に教えてくださります。少しずつ仕事も任せて頂いています。

毎日わくわくしますし、新鮮で楽しいです。自分は本当に恵まれている環境にいるということを実感する日々です。

未来のゴーイングの仲間になる方へ

私は早く一人前になり、会社へ恩返しがしたいと思っています。

今までの経験で培ってきた、コミュニケーション能力なども活かせればとも考えてもいます。

何がきっかけでIT業界に興味を持つかは全くわかりません。私もその一人です。きっかけは些細なことでも、何でも良いと思います大切なことは「チャレ

ンジ精神」を忘れないことだと思っています。

IT業界が未経験ということを恐れず、熱い心を持った方と一緒に働けることを楽しみにしています。


